
 

 

 

 

 

 
 

 

レオ 14 世台下のローマ教皇就任を祝う 

広島県知事及び広島県議会議長からの書簡の送付について 

 

 

レオ 14 世台下が、第 267 代ローマ教皇に就任し、５月 18 日（日）に教皇職開始を祝う 

ミサが開催されたことから、広島県知事及び広島県議会議長からの祝意を記した書簡を、 

５月 19 日（月）付にて送付しました。 

 

〇　書簡の文面 

　　英語での書簡を送付。送付した書簡の日本語仮訳は別紙を御参照ください。 

資　料　提　供 
令和７年５月 19日 

課　　名：平和推進プロジェクト・チーム 
担 当 者：山本 
内　　線：2365 
直通電話：082-513-2368



 

 

令和７年５月 19 日 

 

レオ 14 世教皇台下 

 

 

　レオ 14 世台下の第 267 代ローマ教皇御就任にあたり、広島県民を代表して、心

からお慶びを申し上げます。 

教皇台下におかれましては、新教皇に選出された直後から、世界のリーダーに向

けて、一日も早い平和の実現を呼びかけられ、その御姿は、被爆地広島におきまし

ても、大きな感銘を持って受け止められております。 

教皇台下の平和への強い思いを胸に刻み、改めて私どもは、人類最初の原子爆弾

による被爆の惨禍を経験し、壊滅からの復興を遂げた広島から、核兵器廃絶と持続

可能な平和の実現に向け、一層の努力を続けていく所存です。 

今後、ぜひ被爆地広島を御訪問いただき、被爆の実相に触れ、核兵器のない平和

な国際社会の実現に向けたメッセージを賜りますよう、広島県民を代表して、お願

い申し上げます。 

教皇台下の今後益々の御健勝と御活躍を、心から祈念申し上げます。 

 

日本国　広島県知事　     湯﨑　英彦 
広島県議会議長 　中本　隆志

別紙


